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? ? ，、?? ?
変分に対して体積額分の第一変分 =0と同値である.
(dim lvI=lの狩は浪1]1也線. diml¥J=2のn寺が極小rliJ函)
この時，さらに第二変分 ~O のとき f は安定であるとい









使ってa，x:U→ Cη で定義される写像X:M吋 Cpn-，に
ついて 1mχCQn-2:={(Z，:…:zη)ECpn-';玄(z，)'=Oj








X(I:) = (沢bej C3νす七f(l-g'り)κ 
吋Cνt七f川 2り)ι Re巴j ラ'fgdμ州吋叫l:め1)今， 1: E D， 
ここでDはC又は {ZEC;[z[<l}， f，gはそれぞれD
上のま員IJ関数，有玉虫型sSJ数でgのk次の poleではn土
21次の zeroとなるもの.この時， g: D→CU{∞}は
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付 ~JN 山 一lん?Nい川川什+什引州州1μ附川i凶凶削附A刈判州1ド附!い2
V ψ 巴Cす訳(N)
さて， dimi1，f=3 として，品f のr:þに genus;;;;l の r~~rlIli 
Nが安定短小rJuf混として実現されたとする. (*)で1"=1
とおいて N上でGauss-Bonn日tの定療を適用すれば
























えている系の totalmassがはかれるわけである. local 
mass;;;;O a:仮定すれば totalrnass注O. またこのとき









0，またスカラー r!h率三~O かっ M口 O なら o は平担.
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カラーOI容を持つ. (i) Mがスピンかっ α(M)==Oのと































EG; [z[く1}，00= [dz['をD上の苦[-:lJi，S== (fEC~(D， 
N)nco(D，N); f('dD)==r}， A(f)=Area(f)， A(r)== 
inf (A(f); f E S}とする.この設定でPlateau問題は















定理.(i) r が Cm. α 級 (4~m~∞， ω O~aくりなら
DRM 解fはD上Cm.α級， (i) dim N==3の時DRM解
はD上に分岐点を持たない. (ii) dimN=3， rがひ級






E'， Cω の場合に Lewy(1951)による結果があった.N= 
P のn寺はNitsche等によりさらに精密化されている.
(i)に関連して最近， Shibataによる研究がある. (i)は












































小壊入l土例えば S'(1/16)C二→S48(1)(1 = 3， k = 6に相当)
のように一般に余次元が非常に大きい.一般の緩小混入
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